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東京大学の学生が上富田町の地域課題解決策を提案します！ 

 

県では、東京大学との包括連携協定に基づき、「東京大学フィールドスタディ型政策協働

プログラム」に参加する学生を受け入れており、この度、受入の協力を得られた上富田町に

おいて定期的なミーティングや学生による現地活動を実施しました。 

これまでの活動を踏まえて、下記のとおり現地報告会にて学生が地域課題解決策を提案し

ます。 

なお、取材にあたっては、学生に同意を得る必要があるため、２月１４日（水）正午まで

に、下記担当にご連絡ください。 

 

記 

 

（１）上富田町における活動テーマ及び地域課題 

スポーツによる地域振興とウエルネスタウン構想 

  【上富田町における地域課題（テーマ設定の背景）】 

   ○スポーツセンターの利用者減少・平日利用の低迷、合宿等誘客対策 

   ○スポーツジムの利用者伸び悩み、住民の健康増進対策  

 

（２）参加学生 

計４名（２年生：１名 ３年生：２名 ４年生：1 名）    

 

（３）現地報告会について 

日 時：令和６年２月１７日（土）17 時 30 分～19 時００分 

場 所：上富田町交流拠点「つくるとつなぐ」（西牟婁郡上富田町朝来１３５０－２） 

参 加 者：上富田町職員及び同町内の当該プログラム関係者など 

主な内容：参加学生が以下施策案について各自 15～20 分程度で報告（質疑応答含む） 

     ◆スポーツ施設の日常利用促進を目的としたスポーツイベントや競技の実施 

◆スポーツ施設利用促進及び町民の健康増進を目的としたインセンティブ事

業の実施 

 

（４）これまでの活動 

 ア．上富田町及び参加学生によるＷＥＢミーティングを月１回程度実施。 

 イ．令和５年９月１６日～１８日にかけて、上富田町において現地活動（主要施設の 

視察、関係者ヒアリング等）を実施。 

 

【参考】東京大学フィールドスタディ型政策協働プログラム 

本プログラムは社会的課題に果敢にチャレンジするリーダー人材を育成することを目的

とし、自治体から提示された地域課題に対して、事前調査・現地活動・事後活動を通じ

て１年かけて課題解決への道筋提案を行うものです。今年度、和歌山県では上富田町と

紀の川市が参加しています。詳細については東京大学 HP をご参照ください。 

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/students/special-activities/h002.html 

 

 

担当 
和歌山県 上富田町 

移住定住推進課 山門 振興課 小倉 

電話 073-441-2930 0739-34-2370 


